
 I D � 1888人権コラム　　心、豊かに

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所地下）

日田市長
椋野美智子

市長コラム 虫の目と鳥の目と魚の目と

子子育てを応援育てを応援！！児童館児童館・支援施設支援施設

天瀬児童館天瀬児童館
☎℻�８９２２
午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館、祝日開館

スマイルスマイル
（ひのくま子育て支援センター）

☎℻㉒７５６５
午前９時30分～午後０時30分
午後１時～３時
土・日曜日、祝日休館

子育てフレンズ『ぽけっと』子育てフレンズ『ぽけっと』
（丸の内子育て支援センター）

☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５
午前９時30分～午後０時30分
午後２時～４時
土・日曜日、祝日休館

★事前予約必要 ♣小学生対象 ♥乳幼児対象

児童館・支援施設の利用には、年１回登録申請書を提出してください。

 I D � 1888

大山児童館大山児童館
☎℻�２９０１
午前９時15分～午後５時
月・日曜日休館、祝日開館

中央児童館・チャイルドプラザ中央児童館・チャイルドプラザ
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６
午前９時～午後５時30分
月曜日休館、祝日開館

チャイルドプラザで
行っていた託児や
行事等は、６月から

中央児童館で行っています
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　災害が起きた時には消防、警察、自衛隊等の公的機関
だけでなく、多くの関係者の協力が必要です。日田市は
85もの防災協定を結んでいます。道路啓開に真っ先に動
いてくれるのは地元の建設業者。今年から新たに訓練に
も参加いただきました。
　幸いなことに私が就任してから2年11か月、人身被害
が生じた災害はありません。でもいつ起きるかわかりませ
ん。日田市は南海トラフ地震でも震度6弱が予想されてい
ます。最優先は市民の命を守ること。先日の全国市長会
でも災害対策は大きなテーマでした。どこの市長も思いは
同じでした。

　市民の皆さまも、
どうぞ備えをお願い
します。そして、心配
や迷う時は、直ちに
命を守るために避難
行動をお願いします。

　5月23・24日、川開き観光祭が無事終わりました。
川開きが最大のお祭りというのが、いかにも水郷日田らしい。
去年中止になって子どもたちがとても残念がった音楽大パ
レードも、今年は盛大に実施できました。

　どんたく日田賞を受賞した藤蔭高校の吹奏楽部による
TOKIOの替え歌「HITASHI」のパフォーマンスは、日田
への熱い愛がはじけていました。

　夜になれば、盆地に響き渡り、川面に映る体感花火で
す。毎年、お招きしたお客様が感激されます。
　今年の集客数14万3,０00人はコロナ禍前を上回り、ディ
ズニーパレードがあった一昨年を除いて、過去最高でした。
花火のスポンサー、パレードの参加者、清掃ボランティア
などなど、本当にありがとうございました！
　事業所、市民を挙げての協力ぶりは日田市の誇りです。

　観光祭が終わると日田は梅雨の季節に向かいます。
6月7日、合同防災訓練を行いました。石井小学校を中
心に実施し約400名の市民が参加しました。

水郷日田、川の恵みと災いと

７７月の主な催し月の主な催し

再審法改正と人権

　誤った捜査や裁判の結果、無実である人が犯罪者とさ
れ有罪判決を受けてしまう「えん罪」。このえん罪が生まれ
てしまう要因には、証拠の取り扱いの不備や自白の強要な
ど、適正な司法手続が執られていないことが挙げられます。
　えん罪が人権侵害につながりかねないことから、日本
国憲法では、公権力の行使に関する規定（第31条など）
を設けています。それでも起こりうる可能性があるため、
有罪判決が確定した場合でも被告人の利益となる場合に
限り、裁判をやり直せる制度が設けられています。これが今、
国会で審議されている「再審法（改正）」です。再審法と
いう法律そのものは存在しませんが、刑事訴訟法にある「裁
判のやり直し」に係る規定を再審法と呼んでいます。
　戦後の日本において再審が認められ、無罪判決となっ
たケースは20件近くありますが、その多くは事件発生から
判決まで20年以上の時間を要しています。なかでも袴田
事件は、発生から58年もの時間を要し、令和6年に無罪
判決が確定しました。

　現行の刑事訴訟法では
（１）�再審に係る規定（条文）が少ないため、その裁量が裁判

所に委ねられていること
（２）�検察官による不服申し立て（抗告）が相次いでなされ、え

ん罪被害者の速やかな救済を妨げていること
などを、日本弁護士連合会は問題点として指摘しています。
　日本における刑事裁判の有罪率は99.9％と言われていま
す。捜査機関や検察が懸命な努力を重ねていますが、実際に
起きてしまうえん罪は、無実の人の人権が侵害されるばかりか、
真犯人が野放しの状態となり、国民の安全を脅かします。
　注目される再審法の改正議論は、検察側の不服申し立ての
禁止や証拠開示などが中心となっていますが、単なる訴訟手
続きの法改正で終わらせるのではなく、憲法が規定する基本
的人権の尊重が保障される改正が望まれています。

７７月の主な催し月の主な催し

♥水あそび　いずれも11：00～
　７日㈫～10日㈮、14日㈫・16日㈭・17日㈮
◦おもちゃ病院　15日㈬　10：00～15：00
♣★チャレンジキッズ　18日㈯　13：30～
♥♣★味噌作り体験　30日㈭　10：30～
※参加料として、２㎏につき１，３００円（材料費込）が必要です。

★ぽっぽタイム　５日㈰　1０：30～11：00
★アートの日　９日㈭　10：30～11：30
※中央児童館との合同行事です。

♣七夕飾り製作　４日㈯　10：30～
♥作って遊ぼう　９日㈭　10：30～
♣夏休み工作　25日㈯　10：30～

★産後ヨガ　13日㈪　10：00～11：00
★ルームスプレーを作ろう！　17日㈮　10：00～11：00
◦スポーツあそび　22日㈬　11：30～12：00
◦リトミック　28日㈫　11：30～12：00

★はっぴーEnglish（ママと一緒に初めての英会話）
　８日㈬　10：00～10：30
◦ぽけっとランチ　10日㈮　12：00～
★あそびDEアート（親子陶芸教室夏休みver.）
　28日㈫　９：45～12：00
　※材料費：１作品につき1,200円

♣七夕製作　４日㈯　10：30～
♣ビーズ工作　11日㈯　10：00～


